
 

NEWS RELEASE 島根中央信用金庫 

2026年 6月 18日 

 

島根中央信用金庫（理事長 福間 均）は、6 月 18 日に開催した総代会で、2026

年 3 月期の決算案を下記の通り報告ならびに決議しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

島根中央信用金庫 2025年度決算について 

 

期末の預金残高は前期比 4.1％増の 3,060 億 68 百万円、貸出金残高は 5.8％増の

1,837億 90百万円となりました。いずれも過去最高の期末残高でした。 

売上高にあたる経常収益は前期比 27.0％増の 100 億 77 百万円、当期純利益は

25.4％増の 11 億 55 百万円でした。これにより増収増益の決算でした。住宅ローンの増

加等による貸出金利息の増加や、有価証券ポートフォリオの組み換えに伴う債券売却益

の増加などが主な要因でした。 

本業での最も中核的な収益力を示すコア業務純益（投資信託解約益を除く）は、前期

比 24.7％増の 16億 56百万円でした。 

このような基礎的な収益力の向上を踏まえ、当期の普通出資配当率を前年度の年

1.8％から年 2.5％へ引き上げることとしました。 

自己資本比率は、0.33ポイント低下し 8.42％で、不良債権比率は 0.02ポイント上昇し

4.27％でした。 

2027 年 3 月期の業績予想は、預金利息の増加や人件費の増加等を想定し、経常収

益は 41.6％減の 58億 76百万円、当期純利益は 71.5％減の 3億 29百万円としました。 

 

（単位：百万円、％） 

 2026年 

3月期 

  2025年 

3月期 前年同期比 増減率 

預金残高 306,068 12,176 4.1 293,892 

貸出金残高 183,790 10,132 5.8 173,657 

経常収益 10,077 2,142 27.0 7,934 

経常利益 1,618 372 29.9 1,245 

当期純利益 1,155 234 25.4 921 

コア業務純益 3,386 2,044 152.3 1,341 

 コア業務純益（投資信託解約損益を除く） 1,656 328 24.7 1,328 

※「ユースエール認定制度」とは、若者の採用・育成に積極的で若者の雇用管理の状況などが優良な中小企業を厚生労働大臣が
認定する制度です。当金庫は西日本の金融機関として唯一の認定を受けました。 

本件に関するお問い合わせ先 

島根中央信用金庫 経営企画部 

℡（0853）20-1000 
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・ 期末の預金残高は、前期比 4.1％増の 3,060億円、貸出金残高は同 5.8％増の 1,837億円

となりました。いずれも過去最高の期末残高でした。 

―  預金残高は、主に個人のお客さまからの預金が増加し、前期比 121億 76百万円増

加の 3,060億 68百万円となりました。増加は 13期連続で、過去最高の期末残高とな

りました。 

―  貸出金残高は、引続き地域のお客さまの資金ニーズに積極的にお応えし、前期比

101億 32百万円増加の 1,837億 90百万円となりました。増加は 11期連続で、過去

最高の期末残高となりました。 

 

・ 売上高にあたる経常収益は、前期比 27.0％増の 100億 77百万円でした。 

―  経常収益は、貸出金利息の増加等により資金運用収益が増加したことや、有価証

券ポートフォリオの組み換えに伴う債券売却益が増加したこと等により前期比 21 億

42 百万円増加の 100億 77 百万円となりました。4期連続の増収で過去最高となりま

した。 

 なお、これにより低利回りの有価証券の売却や、評価損の処理が大きく進捗し、有

価証券ポートフォリオの健全化が進みました。 

 

・ 経常利益は、前期比 29.9％増の 16億 18百万円でした。 

―  経常利益は、預金利息の増加等の費用を資金運用収益の増加が上回ったことから、

前期比 3 億 72 百万円増加の 16 億 18 百万円となり、3 期連続の増益で過去最高と

なりました。 

 

・ 当期純利益は、前期比 25.4％増の 11億 55百万円でした。 

―  税引後当期純利益は、前期比 2億 34百万円増加の 11億 55百万円となり、2期連

続の増益で過去最高となりました。これにより対前期で増収増益の決算となりました。 

 

・ 本業での最も中核的な収益力を示すコア業務純益（投資信託解約益を除く）は、前期比

24.7％増の 16億 56百万円でした。 

―  第 7 次中期経営計画の取り組みにより効率性が改善し、基礎的な収益力が向上し

たことから、前期比 3 億 28 百万円増加の 16 億 56 百万円となりました。対前期で増

益となり、過去最高となりました。 

 

・ 配当率を 2.5％に変更（増配）しました。 

―  当金庫では、持続可能なビジネスモデルの構築の取り組みが進捗したことで、当期

の業績は、当期純利益や経常利益、金融機関の最も中核的な利益であるコア業務

純益（投資信託解約損益除く）が過去最高となる極めて堅調な結果となりました。 

このような基礎的な収益力の向上を踏まえ、会員の皆様からのご愛顧とご支援に

お応えするため、当期の普通出資配当率を前年度の年 1.8％から年 2.5％へ引き上

げることとしました。 
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 役員異動 
 
 当金庫は、本日開催の第 52期通常総代会および理事会において次のとおり役員人事を決定
いたしました。 
 
１． 新任役員 
 

氏名 新役職名 旧役職名 

布施 未貴 常勤理事 （新任） 

 
２．退任役員 
 

氏名 新役職名 旧役職名 

壷倉 浩平 （退任） 常務理事 

 
３．新役員体制 
 

代表理事 役職名 氏名 

代表理事 理事長 福間 均 

代表理事 専務理事 田中 敏行 

 常勤理事 山本 雅信 

 常勤理事 三成 敏雄 

 常勤理事（新任） 布施 未貴 

 非常勤理事 遠藤 充子 

 非常勤理事 福代 明正 

 非常勤理事 田平 篤 

 常勤監事 永見 之伸 

 非常勤監事 福田 真也 

 非常勤監事 周藤 真弓 

以上 


